
 

一般社団法人日本マスターズ水泳協会 

２０２３年度事業報告書 

（２０２３年４月１日～２０２４年３月３１日） 

 

１． 事業の状況 

 

（１） 競技規則の制定 

公益財団法人日本水泳連盟と合致させるよう軽微な修正をおこなった。 

 

 

 

（２） 普及促進 

① 競技役員講習会を東京・愛知・大阪で実施した。申込者数は以下の通り。 

・東京 ２月１８日 ５６名 ・愛知 ２月１２日 ２８名 

・大阪 ３月３日   ４３名 

 

② 指導者・マスターズスイマーの為のクリニック 

６月２４日、東京アクアティクスセンター会議室にて実施した。申込者数は以下の通り。 

・会場受講 ４０名 オンデマンド受講２８名 

 

③ マスターズスペシャルスイムクリニック 

１１月２４日、千葉県国際総合水泳場にて日本マスターズ水泳スプリント選手権前日に原英晃氏、

森田智己氏を講師とするクリニックを開催した。 

申込者数は３７名であった。 

 

④ ジャンボウポイント 

公認記録と公認大会への参加実績をもとにポイントを集計しランキングを作成。ジャンボウポイ

ントランキングとして公表することで参加意欲を高める仕組みを開始。２０２４年開催の記録か

ら運用。 

 

 

（３） 競技会の開催 

① ２０２３年度日本マスターズ水泳短水路大会 

４月１日より６月４日までの期間、全国２６会場で実施した。参加者数合計 

18,470 名であった。 

 

② 第３８回日本マスターズ水泳選手権大会ＯＷＳ競技（ジャパンマスターズ２０2３ＯＷＳ） 

９月１０日に常滑りんくうビーチにて一般社団法人愛知水泳連盟主催「とこなめりんくうオー

プン」と共同開催した。 

エントリー数は５８名（全体２３１名）であった。 



 

③ 第３８回日本マスターズ水泳選手権大会競泳競技（ジャパンマスターズ２０2３SW） 

９月１４日より１８日までの期間、石川県・金沢プールにて開催した。 

エントリー数は９９０チーム ２，８３０名 個人５，６７１種目 リレー２１６種目であった。 

 

④ ２０２３年度日本マスターズ水泳長距離大会 

１０月２８日より２９日までの期間、愛知・サンフロッグ春日井（春日井市温水プール）にて開催し

た。エントリー数は１６４チーム  ２８２名  個人２８１種目  リレー２５種目であった。 

 

⑤ 第１０回日本マスターズ水泳スプリント選手権大会（ジャパンマスターズスプリント２０2３） 

１１月２５日より２６日までの期間、千葉県国際総合水泳場にて開催した。

定員を各日１,６００名とした。 

参加者数は６１２チーム  ２，４２２名  個人４，５６６種目  リレー３１６種目であった。 

 

 

 

（４） 地域大会の奨励指導 

当協会で公認するマスターズ水泳大会のうち９会場へ大会運営の支援・指導を行った。 

 

 

（５） 競技会および記録の公認（※２０２３年） 

公認競技会８５大会、公認記録会１５大会が開催された。詳細は別表５の通り。

コロナ禍で停止していた公認料の徴収を再開した。 

記録公認数 ・公認競技会 個人１０７，８０３種目  リレー８，７４９種目 

・公認記録会 個人 ８，７４９種目  リレー ３１７種目 

※世界マスターズでの国内参加者の記録数を含む 

 

 

 

（６） 国際大会の開催 

第１９回世界マスターズ水泳九州大会が以下の日程で開催され、本協会は競泳競技の運営に協力

した。競泳の記録公認数は以下の通り。 

日程 競泳  ８月５日～１１日 飛込 ８月２日～７日 水球 ８月５日～１１日 

AS ８月５日～１１日 OWS ８月２日～３日 

記録公認数 個人７，５０５種目 リレー３８３種目 ※国内参加者のみの数 

 

 

 

（７） 日本記録の公認および世界記録の公認申請 

公認した記録のうち世界新記録樹立９８個（個人６９・リレー２９個）、日本新記録樹立６３９個 

（個人４７１個・リレー１６８個）であった。世界記録を突破した記録は公益財団法人日本水泳連盟を

通じ世界水泳連盟（World Aquatics）に公認申請を行った。 



 

（８） 機関誌および刊行物 

年間の公認記録を集計し「５０傑ランキング」を刊行した。 

 

 

 

（９） 栄章・懲罰 

① スポーツグランプリ 

独立行政法人日本スポーツ協会 スポーツグランプリに堀居愛子氏（札幌アスレチッククラブ）を 

（公財）日本水泳連盟を通じ推薦し受賞した。 

 

② 功労者表彰 

笠原一也氏・高木忠行氏・中嶋功氏の３名を表彰した。 

 

 

 

（１０） 国内外の水泳関係団体との連携協力 

① 世界水泳連盟（World Aquatics）へ年間トップ 10 ランキングを集計し連携した。 

② 公益財団法人日本水泳連盟への加盟を継続した。 

③ 公益財団法人日本水泳連盟、一般社団法人日本スイミングクラブ協会および日本障がい者水泳協

会と共同主催による「水泳の日2０2３」をひろしんビッグウェーブ（広島市総合屋内プール：広島

県）にて８月１３日に実施した。 

 

 

（１１） 登録（２０２３年） 

チーム登録  ３,２５０チーム 

個人登録 ３１,６２６名であった。 

 

 

（１２） 情報システム 

競技会支援アプリ開発について株式会社VISH との取り組みを開始した。 

 

 

 

以上 


